【インタビュー】 能楽の可能性と普及 : 今なにをすべきか by 野村 万蔵


































































































































































































































































































































































































































































































な様式で Oh, man. みたいに言うと通じない。自然に英語で言わなければ通
じないとか、いろんなことがあって、言葉を通じさせるということはやはり
とても大事なことだと思うのですよね。
能の場合は、現代人でも言葉がわからない。ただ、そこから遠ざかってし
まって逃げても、もっともっと表現することがたくさんある、技法がありま
す。でも狂言には言葉を伝えるということがほとんどなのですよね。だから、
古語をどれだけ現代っぽくというか、通じるように気持ちを込めてしゃべる
か、扱うかということは、現代の役者さん以上に狂言師はすごく気にしてい
ると思っています。こうして外国語を使ったりするときも、どういうふうな
タイミングで、どんなふうに言ったら、それが、ぽっと通じるのか。
よく外国のタレントさんや役者さんが、芝居の中で日本語をちょっとしゃ
べったりする、でも、客席はしーんと（笑）。あれは嫌だなと思う。
山中：なるほどね。
話は変わりますが、まさにその狂言独特のイントネーションなんかを真似
たコントをやっている方たちもいらっしゃるのですね。
野村：そうそう。
山中：それもこの間、はじめて観て、びっくりしました。近所に住んでいる
狂言師のおじさんというのが出てくるコント、面白いのですね。そういうの
も決して馬鹿にしている感じではなくて、実によく狂言の特徴を捉えて。あ
れは万蔵さんの真似ですね。
野村：そうです。「エネルギー」というコンビで、その狂言師役をやってい
るのが平子悟君という子なのだけれども、一度、本当に狂言をやってみるか
能楽の可能性と普及
79
と誘ったことがあります。本質を持っているというのではないのだけれども、
とても器用なのですね。だからこそ成立しているコントなのだけれども、本
当にリスペクトしているからこそ、狂言というもののイメージをきちんと出
す。とにかくゆっくりしか動かないとかね、例えば、じゃんけんをして、
じゃんけん、ぽん、とゆぅっくり出す。相手の子が「遅え、遅え、遅えよ、
ずるいよ」という（笑）、こういう笑いを取ったりね。
山中：あと、だるまさんが転んだをすり足でやる。
野村：だるまさんが転んだをすり足でゆっくりやって、それで、「だるまさ
んが転んだ」と鬼役の子どもが振り向くたびに、その狂言師が飛ビ返リをし
て型を決めたり、子どもの方も「型、いちいちかっこいいよ」とか言ってね、
そういうリスペクトみたいなところがある。その、のろいとか、そうだけれ
ども、瞬時に形がかっこいいとか、声が大きいとか。
山中：笑い方も面白いですね。
野村：そのようなことを本当にデフォルメ、誇張してやるのです。これこそ
原点だから。
山中：最後にあと５分ぐらい時間があるので、今年の８月に宝生欣哉さん、
友枝雄人さんと一緒に始められた「時分の会」についてお話しいただけます
か。「時分の花」というにはみなさん結構みんな年を取っておいでですけれ
ども。
野村：若いときの「時分の花」というのではないのです。その時分、４０で
も、５０でも、６０でも、７０でも、区切りじゃなくて、７２とか、半端でもいい
から、その時々に。
山中：「時々の初心」の「時々（ときとき）」。
野村：何かを３人で、もちろんしょっちゅう一緒にやっているのだけれども、
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自分たちで主催として、やりたいものをやる。まあ、芸比べですよね、３人
の。そういうものをやっていこうかという会です。
山中：それは、あくまで個人的なことなのか、それとも、最初におっしゃっ
た「今何をなすべきか」という問いへの答えとして、やはりこういう活動を
やっていこうと思われたのでしょうか。今までのいろいろな活動、「現代狂
言」に限らずですけれども、特に、野村家の当主になられてからいろいろな
思いもあったと思うのですけれども、それと今ここでそういうことをやろう
と思われたこととは、結びついているのですよね。
野村：そうですね、もうやることはたくさんにあります。一番大事なことは
次につなげていくということだと思っています。それで、そのためには自分
と、そして家がまず成長するということなので、新しいことをやりながら肉
をつけていく、さっきの動脈硬化を起こさないように、刺激を与えながらし
ていくということ。
それから根底を見つめ直すということにもなるのが、やはり能という、狂
言を見つめ直すということには能が必要ですから、そのために能で同年代の
実力のあるやつと常に刺激をし合いながら自分たちで会を催すということで、
この古典の能を大事にしていくということもしたいということ。
それから狂言会は家単位で動いています。それによって、まわりから閉ざ
されて、その独自色が強く残っているのはいいのですけれども、あまり周り
と交流もなく、勉強もしないのもよくないので、どんどんそういう垣根を取
り払って。狂言会が交流できるような場をつくれないかと。そのためには骨
を折ってやろうかなと思って。
山中：これですね、立ち合い狂言会。
野村：立ち合いという言葉もちょっと悩みました。「立ち合い」をするほど
の技量があるかないか、という意見もありましたし。
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山中：この、立ち合い狂言会、一緒に世話人をやっていらっしゃる茂山千三
郎さんとは異流共演もなさいました。ちょうど同い年、同世代ぐらいですか。
野村：そうですね。自分だけとか、自分の家だけが、というのは絶対に駄目
だと思ったので、大蔵流ということもあり、関東と関西という考えもあって、
言いやすい千三郎君に一緒に骨を折ってくれ、というふうに始めたのです。
山中：こういうのもみんな、能や狂言がもっともっといろんな人に愛されて、
盛んになっていってほしいというところが基本にあるわけですよね。
野村：そう。何でも始めたときは初々しいのだけれども、月並という言葉が
誤解されてしまうように（笑）、なんとか会、月並というと、なんだ月並の
ものをやるのかいというように（笑）、それが一番正式なしっかりした能な
のだろうけれども、それが常態化してつながっていくとなんか普通になって
しまう。そうすると、普通ではない刺激を与えることが必要なので、芸で、
父が言う、深みとか高みということは当たり前で追求しているけれども、知
恵を絞って、動いて、呼び掛けて、お金を使って、いろんなことをしながら、
この世界をとにかく動かしていくということですね。
山中：わかりました。
ちょうどよいまとめをしてくださったところで時間になりました。またあ
とで全体討議もありますので、いろいろとありがとうございました。
野村：ありがとうございました。
山中：どうもありがとうございました。
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